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同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
・
学
校
法
人
同
志
社
総
長
大
谷
實
先
生
の
古
稀
を
記
念
し
、
こ
こ
に
記
念
論
文
集
を
刊
行
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
の
お
慶
び
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
本
書
を
先
生
に
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

先
生
は
、
一
九
三
四
年
一
〇
月
二
五
日
に
茨
城
県
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
一
九
五
七
年
三
月
に
同
志
社
大
学
法
学
部
法

律
学
科
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
ら
れ
た
先
生
が
、
建
築
家
と
し
て
も
有
名
な
宣

教
師
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
と
も
に
、
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
賀
茂
川
教
会
の
立
ち
上
げ
に
力
を
注
が
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、
若
い
頃
か
ら
精
力
的
で
あ
っ
た
先
生
の
お
人
柄
を
示
す
好
例
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
刑
法
学
の
研
究
を
志
し
、
本
学

大
学
院
法
学
研
究
科
に
進
学
さ
れ
た
先
生
は
、
一
九
六
五
年
四
月
よ
り
本
学
法
学
部
専
任
講
師
と
し
て
、
一
九
六
七
年
四

月
か
ら
は
助
教
授
と
し
て
、
一
九
七
三
年
四
月
か
ら
は
教
授
と
し
て
、
四
〇
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
同
志
社
大
学
法
学
部

で
の
研
究
と
教
育
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
お
け
る
先
生
の
学
内
外
で
の
ご
活
躍
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
学
内
に
お
い
て
は
、
一
九
七
六
年

四
月
か
ら
一
九
七
八
年
三
月
ま
で
法
学
部
長
、
一
九
七
九
年
四
月
か
ら
同
年
一
二
月
ま
で
大
学
長
、
一
九
九
五
年
四
月
か

ら
一
九
九
九
年
三
月
ま
で
大
学
院
総
合
政
策
研
究
科
長
、
を
歴
任
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
四
月
か
ら
は
学
校
法
人
同
志
社
総



長
と
い
う
重
責
を
現
在
も
担
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
外
に
お
け
る
諸
活
動
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
学
会
活
動
と
し
て
は
、
一
九
七
五
年
五
月

か
ら
二
〇
〇
〇
年
五
月
ま
で
刑
法
学
会
理
事
を
つ
と
め
ら
れ
た
ほ
か
、
一
九
八
四
年
三
月
か
ら
二
〇
〇
〇
年
三
月
ま
で
法

と
精
神
医
療
学
会
理
事
長
を
、
二
〇
〇
一
年
六
月
か
ら
二
〇
〇
四
年
六
月
ま
で
日
本
被
害
者
学
会
理
事
長
を
歴
任
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
他
方
、
社
会
的
活
動
と
し
て
は
、
一
九
八
三
年
一
月
か
ら
一
三
年
間
に
わ
た
っ
て
司
法
試
験
考
査
委
員
を

務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
法
制
審
議
会
委
員
、
人
権
擁
護
推
進
審
議
会
委
員
、
日
本
学
術
会
議
会
員
、
文
部
省
大
学
設
置
・
学

校
法
人
審
議
会
専
門
委
員
、
文
部
科
学
省
大
学
視
学
委
員
な
ど
と
し
て
も
、
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
多
方
面
で
の
ご
活
躍
の
中
で
も
、
先
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
い
う
べ
き
犯
罪
被
害
者
支
援
に
関
す
る
取
組
み
は
特
筆

に
値
し
、
前
述
し
た
日
本
被
害
者
学
会
理
事
長
と
し
て
以
外
に
、
財
団
法
人
犯
罪
被
害
者
救
援
基
金
評
議
員
、
社
団
法
人

京
都
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
京
都
府
犯
罪
被
害
者
支
援
連
絡
協
議
会
会
長
な
ど
と
し
て
、
今
日
ま
で
わ
が

国
の
犯
罪
被
害
者
支
援
活
動
を
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
先
生
の
姿
が
、
木
下
恵
介
監
督
の
映
画
『
息
子

よ
』
で
も
描
か
れ
た
こ
と
は
、
多
く
の
方
が
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

　

さ
ら
に
、
同
志
社
法
学
会
と
し
て
は
、
先
生
の
研
究
者
と
し
て
の
ご
業
績
に
ふ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
研
究
年
数

を
上
回
る
数
の
著
書
、
一
五
〇
本
を
優
に
上
回
る
論
文
が
、
学
界
・
実
務
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
周
知

の
事
実
で
あ
り
、
今
更
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
刑
法
に
と
ど
ま
ら
ず
、
刑
事
政
策
、
精
神
医
療
を
中



心
に
し
た
医
事
法
、
政
策
科
学
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
先
生
の
ご
功
績
は
、
後
に
続
く
我
々
に
と
っ
て
、
到
底
真
似
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
高
い
目
標
と
し
て
、
立
ち
は
だ
か
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
司
法
試
験
受
験

生
の
基
本
書
と
し
て
長
く
支
持
さ
れ
て
い
る
『
刑
法
講
義
総
論
』・『
刑
法
講
義
各
論
』
や
さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
で
執
筆
さ
れ

た
お
び
た
だ
し
い
数
の
解
説
類
は
、
先
生
が
刑
法
学
を
学
生
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
に
心
を
砕
い
て
こ
ら
れ
た
証

左
と
い
え
ま
す
。
教
育
活
動
の
充
実
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
こ
の
面
で
の
先
生
の
ご
功
績
に
も
、
心
か
ら
敬
意
を
払
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

側
聞
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
ほ
か
に
企
画
が
進
ん
で
い
た
古
稀
記
念
論
文
集
の
刊
行
に
つ
い
て
は
、「
ま
だ

ま
だ
祝
っ
て
も
ら
う
年
齢
で
は
な
い
」
と
固
辞
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
後
進
の
我
々
を
ご
指
導
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
こ

れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
ご
活
躍
く
だ
さ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　

二
〇
〇
五
年
二
月
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